
２００６年から始まった全国ＪＭＲＣオールスターラリーですが、今年は舞台を四国・愛媛県に移し第３回めの開催となります。

この度、ＪＭＲＣ中部では、オールスターラリーに出場するチームを募集します。
中部地区では、近年ターマックラリーしか開催されていませんが、ダートを思いっきり走りたい選手は是非ご応募ください。
応募資格は、ＪＭＲＣ中部加盟クラブに所属するクラブ員で、ＪＭＲＣ中部ラリーシリーズもしくはＪＡＦラリー選手権に実績の
ある方を優先としますが、参加者が少ない場合は推薦枠もありますので、とりあえず下記の申し込み先にご相談ください。

特別規則書（PDF 593Kb）
【参加申込書類】
１．参加申込用紙（手書き用）
２．参加申込用紙（ＰＣ入力用）
３．宿泊・費用明細書（手書き用）
４．宿泊・費用明細書（ＰＣ入力用）
５．保険案内      

【特別規則書内容の抜粋】
第１条　競技会の名称
第３回ＪＭＲＣオールスターラリー
２００８年ＪＭＲＣ中国・四国ラリーシリーズ第６戦
「２００８オールスターラリーｉｎ四国」

第２条　競技種目
ラリー競技開催規定の附則「第２種アべレージラリー開催規定」に従ったスペシャルステージを含む第２種アべレージラリー

第３条　競技格式
ＪＡＦ公認：準国内競技

第４条    開催日程
２００８年１１月１５日（土）～１６日（日）

第５条    開催場所及び競技距離
愛媛県上浮穴郡久万高原町美川スキー場をスタート・ゴールとする約１８０Ｋｍ

第６条    競技内容
指示速度走行区間：無し（全てターゲットタイムによる時間走行区間）
スペシャルステージ：８本約３８Ｋｍグラべル（合計約１ｋｍのターマックを含む）
コースの総距離：約１８０Ｋｍ

第７条    オーガナイザーおよび大会事務局
松山オートクラブ（略称ＭＡＣ）

第１０条    タイムスケジュール
参加申込の開始　　　　　　１０月１０日（金）10:00～
参加申込の締め切り　　　　１０月２４日（金）　　 ～19:00
参加確認　　　　　　　　　　　１１月１５日（土）08:00～09:30
公式車両検査　　　　　　　　１１月１５日（土）08:00～10:30
開会式・ブリーフイング　　１１月１５日（土）11:00～11:45
ラリースタート　　　　　　　　１１月１５日（土）12:01　１号車
ゴール　　　　　　　　　　　　１１月１５日（土）20:00　１号車（予定）
表彰式・懇親会　　　　　　　１１月１５日（土）22:00～24:00

第１１条    参加申込受付期日および受付先
１．受付期日： 2008年10月10日（金） ～ 10月24日（金）必着
２．受付先：以下の受付先に必要書類及び参加料を添えて申し込むこと。
オールスターラリー部門（JMRC中部加盟クラブ員）
〒446-0071　愛知県安城市今池町1-6-2-1004
米谷展生　携帯：０９０－２９４８－３９２８（AM８：００～PM９：００）　
※中部以外の方は特別規則書原本をご覧ください。

第１２条    参加手続きおよび参加受理
 1 ．参加料：
オールスターラリー部門参加料　￥ 65,000 ( 2 名 17 白懇親会・朝食付き)
中国・四国ラリーシリーズ部門参加料　￥ 40,000
懇親会費　￥ 10,000 ( 1名1泊朝食付き)
2 ．その他料金：サービスカー登録料　無料（競技車両１台につきサービスカーは１台まで）
サービス員登録料　無料
サービス員宿泊料　￥10,000 (１名 1泊懇親会・朝食付き)
前泊（１１月１４日）料金　￥ 6,500 (１名 1泊２食付き)
前泊（１１月１４日）料金　￥ 5,000 (１名 1泊朝食付き)
任意保険料　別紙参照
3 . 共済掛金： JMRC共済加入者は当日共済加入を証明する物を必ず携帯すること。
当日受付において共済加入を証明できない場合には、未加入・不携帯を問わず、JMRC 四国が管掌する共済に加入しなければ出走
できない。（加入費用￥1,000／人）
4 . 必要書類：参加申込書、車両申告書、宿泊申込書、自動車検査証の写し、ラリー競技に有効な任意保険 「対人（無制限）・対物



（300万円以上）・搭乗者保険または共済（1,000万円以上）」に加入していることがわかるもの。
5 . 任意保険に加入する場合には、別紙の車種別保険料を、車検証のコピーと共に添付すること。
6 . 参加申込は所定の用紙に必要事項を記入の上、参加料を添えて第11条の受付先に申込むこと。
7 . 参加台数の上限は75台とする。
8 . 組織委員会は、国内競技規則4-19 に従い、理由を示すことなく参加を拒否する権限を有する。
この場合、参加料等は返還される。ただし事務手数料2000円を差し引いた額を返金する。
9 . 正式受理後の参加料はオーガナイザーの都合により競技会を中止した場合を除き、返還されない。

第１３ 条 参加資格
1 . 1 台の車両に乗車する定員は正・副ドライバーの2名とし、両名ともに本競技会開催中に該当車を運転できる有効な運転免許証
を所持していなければならない。
2 . 正・副ドライバーは、競技会に有効な JAF 発行の競技運転者許可証国内 B 級以上を所持していなければならない。
3 . 参加申込者と正・副ドライバーが異なる場合、参加申込者は競技会に有効な JAF 発行の競技参加許可証を所持していなければ
ならない。
4 . 参加申込者と正・副ドライバーが異なる場合、競技中の参加者の責任及び義務に関して、正ドライバーがその責任を負うものと
する。

第１４条    参加車両・部門・クラス
1 . 参加車両 2008 年度 JAF 国内競技車両規則第 2 編（ラリー車両規定）に従った RN 車両、 RJ 車両または当該年の日本ラリー
選手権規定付則に合致した RF 車両および FIA 公認車両または JAF 登録車両で、 2002 年 12 月 31 日以前に初度登録され、かつ
2002 年 JAF 国内競技車両規則第 3 編ラリー車両規定に従った車両（ RB 車両）で以下の条件を満たした車両とする。
1 ）正規の自動車登録番号表が交付されており、自動車検査証、自動車賠償責任保険証、及びラリー競技に有効な自動車保険証券を
携行すること。
2 ）非常用赤色合図灯，非常停止表示板（2枚）,A4サイズで、表面に緑文字で「OK」 、裏面に赤文字で「SOS」が記入されたも
の（2 枚），牽引ロープ及び救急用品の携行を義務づける。
3 ）エアークリーナー・マフラーは、ノーマルを装着すること。
4 ）国内競技車両規則第 2 編第 2 章第 2 条に従った 4 点式以上の安全べルトを追加装着すること。（乗車人数分の装着を義務付
ける）
5 ）国内競技車両規則第 2 編第 2 章第 3 条に従った消火装置を搭載すること。
6 ）ボンネット及びトランクについて材質を変更する事ができる。ただし、下記事項に留意する事。
( 1 ）堅ろうで運行に十分耐える構造であること。
( 2 ）ヒンジ，接手及びキャッチ（ストライカー）は変更しないこと。
( 3 ）ハッチバック車等窓ガラスを取り付けているものの材質変更は許されない。
7 ）ドア、窓ガラス共材質の変更は認められない。
2 ．部門およびクラス区分（排気量は過給換算後の数値）
1 ) オールスターラリー部門
A クラス： 1500cc 以下の車両
B クラス： 1500cc を超え 3000cc 以下の車両
C１ クラス： 3000cc を超える車両（リストリクター装着車）
C２ クラス： 3000cc を超える車両（リストリクター非装着車）
2 ）中国・四国ラリーシリーズ部門
A クラス： 1500cc 以下の車両
B クラス： 1500cc を超え 3000cc 以下の車両
C クラス： 3000cc を超える車両
FA クラス： 1500cc 以下の車両
FB クラス： 1500cc を超え 3000cc 以下の車両
FC クラス： 3000cc を超える車両

上記以外は、特別規則書をご確認ください。

 

 

 


